	


質　　問　　通　　告　　書

	
	№　　１

	提出年月日
	平成３１年　３月　４日
	議席番号
	１３番
	氏名
	　　藤　田　　稔

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０分）

	質　問　方　法
	　　　　　一問一答方式　

	項　目　事　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1. 東京理科大学大子研
	①　平成３１年１月５日で１０年間での無償貸付期間の契約

	　修センターについて
	　が満了になり，さらに，平成３２年１月５日まで一年間延長

	　
	となった。契約はいつ頃されたのか。また，町が提案したグ

	
	ラウンドゴルフ場としての整備や，管理人棟を大子清流高校

	
	の寮として活用するなどを視野に入れた理科大側との調整

	
	はされたのか。町長は，新庁舎建設地としての検討はされた

	
	か。今後の方向性を伺う。

	
	

	2.　子育て支援について
	①　町では，放課後児童クラブにおいて，放課後や学校の長期

	
	休業中の見守り活動を実施している。利用状況の推移はどう

	
	か。また，児童クラブの受け入れ施設の整備並びに拡充に向

	
	けた進捗状況を伺う。

	
	

	3.　東日本大震災の教訓
	①　震災後の各種災害支援協定締結の状況を伺う。　

	　を生かした防災対策に
	②　近隣市町村では、飲料水は確保されている。大子町では各

	　ついて
	　避難所に飲料水を備蓄するべきではないのか。

	
	③　ひとり暮らしや高齢者，障がい者等の避難行動要支援者の

	
	　確保等，避難体制の進捗状況を伺う。

	
	④　災害対策室の設置はどう考えているか。

	
	　

	4.　観光の振興について
	①　袋田の滝第二観瀑台が建設されて１０年が経過した。第二　　

	
	　観瀑台のウッドデッキの管理状況について伺う。

	
	②　袋田の滝観瀑施設周辺の遊歩道は，ほとんどが坂道となっ

	
	　ている。観光客の皆さんから手すりの要望があると聞いてい

	
	　るが，設置するべきではないか。

	
	③　若者目線，女性目線を意識した恋人の聖地として，袋田の

	
	　魅力を発信するＰＲ動画が，茨城大学生により作成される。

	
	　モニュメントがある所も含めて，恋人の聖地にふさわしい整

	　
	備が必要ではないか。関係者との検討はされたのか。

	
	

	
	

	
	


質　　問　　通　　告　　書

	
	№　　２

	提出年月日
	平成３１年　３月　４日
	議席番号
	　１番
	氏名
	菊　池　富　也

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０分）

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１　町長の選挙公約等
	町長のマニフェストには、新庁舎建設計画の見直しや若い世代

	について
	への支援、観光の振興、地域医療の拡大等があり、また、所信

	
	表明でも同様の事柄を述べている。そこで今回は、観光の施策

	
	と高齢者の支援策について伺う。

	
	（１）大子町の観光振興をこれからの４年間でどのような施策

	
	　　で推進していくのか伺う。

	
	（２）花桃の苗木の配布をやめた理由について伺う。

	
	（３）観光の拠点づくりについて、具体的な構想を伺う。

	
	（４）道の駅「奥久慈だいご」の利用者数の拡大の方策につい

	
	　　て伺う。

	
	（５）マニフェストにも所信表明にも、高齢者の支援について

	
	は何一つ触れていない。その理由について伺う。また、具

	
	体的な支援策について伺う。

	
	

	２　大子町行政組織条例
	町は、現在まで行政改革に積極的に取り組み、職員数の削減や

	について
	組織の縮小に力を注ぎ、スリムな役場を目指してきた。しかし、

	
	今回の条例改正等により無駄と思える組織作りをしようとし

	
	ている。その理由等について伺う。

	
	（１）条例改正により新設する秘書広報課の必要性について伺

	
	　　う。

	
	（２）職員数及び管理職の数、管理職の割合について伺う。　

	
	（３）総合案内について、必要性等を伺う。

	
	

	３　児童福祉対策につい
	新年度、放課後児童クラブ事業委託が拡大される見込みであ

	　て
	る。これまで、長期休業中には希望者全員の受け入れを要望し

	
	ていたが、受け入れ体制と対策を伺う。

	
	（１）新設される会場とその理由を伺う。

	
	（２）夏季休業中等の児童クラブの受入体制について伺う。

	
	（３）希望者の数と振り分けについて伺う。


質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　３

	提出年月日
	平成３１年　３月　４日
	議席番号
	１４番
	氏名
	野　内　健　一

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０分）

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．大子町地域公共交通
	　町長は昨年，大子町内を細かく歩き，たくさんの町民の皆様

	　の改善策について
	と話されてきたと思うが，公共交通の現状について，どのよう

	
	な要望や意見を聞かれているか。また，どのように改善しよう

	
	と思われているか。

	
	

	２．子育て世代包括支援
	①　子育て世代包括支援センターは，妊産婦や乳幼児の現状を

	　センター（「ネウボラ」）
	継続的に把握し，出産や子育てなどの相談にワンストップで

	　の設置について
	　対応する。保険医，福祉関係機関とも連携し，切れ目ない

	
	　支援を提供することを目的とすると聞くが，町はどのように

	
	　思っているのか。

	
	②　平成３０年４月現在の設置状況は，全市区町村の約４４％

	
	　にあたる７６１自治体で，1,436ヶ所。全人口の約７３％が

	
	　住む自治体をカバーしているとのことである。平成２９年４

	
	　月の改正母子保健法の施行により，設置が市町村の努力義務

	
	　となっていると思うが，どう考えるか。

	
	

	３．骨髄ドナー助成費交
	①　移植希望者とドナー登録者が合致しても，実際に移植に至

	　付事業について
	らない理由として，骨髄移植の入院期間におけるドナー登録

	
	者の収入面があげられていたが，新年度より，大子町でも助

	
	成費の交付事業が提案されている。その内容を伺う。

	
	②　県が実施している助成事業との関連を伺う。

	
	③　大子町における登録者が，平成３０年４月１日現在で６０

	
	人とのことであるが，この事業を実施することでどのくらい

	
	まで改善される見込みか。

	
	

	
	


